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１．はじめに
日本植生史学会設立 30周年を記念し，2016年 12月に
専修大学で開催された公開シンポジウムでは，「植生史研
究のこれまでとこれから」というテーマで話題提供と活発
な議論が行われた。本総説は，このシンポジウムで紹介し
た，第四紀の種実類や葉の化石に関連した話題をとりあげ
る。ただし，種実類や葉は過去の植生を構成していた植物
の器官の一部なので，古植生を復元するには木材や花粉も
あわせて検討することが必要である。別々の研究者が研究
対象としてきた種実類，木材，花粉を同じ堆積物から取り
出して比較し，それらの総合化によって古植生復元を行う
ことが普通になったことも，日本植生史学会の前身である
植生史研究会の発足によって研究者間の情報交換が活発
になった結果の一つである。
植生史研究会が発足した 1980 年代以降，日本の植生史
研究をめぐる環境は，大きく変化した。例をあげると，1)
放射性炭素年代の測定技術の向上や火山灰層の対比の発
展などによって，化石試料の高精度の編年が行えるように
なったことや，2)大規模な造成工事に伴った遺跡の発掘や，
そこでの自然科学分析が盛んに行われるようになったこと，
3)中国やロシアといった日本の近隣の地域での現生植生や
植生史の調査が行うことができるようになったこと，など
がある。その結果，情報量が飛躍的に増加し，様々な分析・
測定技術の進歩と相まって，分析対象とその手法が多様化

していった。しかしながら，これらの発展は 1980年代に
始まったわけではなく，それ以前からの技術の進歩の延長
であり，それまでの研究成果の蓄積を基盤とした展開であ
る。
本稿では，まず始めに，日本の大型植物化石に基づく植
生史研究が何を目指して始まったかを再確認するために，
三木　茂による第四紀の種実化石の体系的・総合的な研
究事例（Miki, 1933a）を紹介する。次に，植生史研究会
の発足当時に提起された諸問題（辻，1986；南木，1986）
のうち，1）標本の保管・整理，2）データベース，3）種
の同定，4）化石群集の性質とタフォノミー（化石化過程）
といった，植生史研究を行う上での基礎的な課題が，この
30年の間にどのように展開したかを解説する。

２．三木　茂による大型植物化石研究
三木　茂（1901–1974）が鮮新・更新世の植物化石を扱っ
た最初の論文（Miki, 1933a）では，現在の古植物学分野
で盛んに用いられている手法の多くがすでに試みられ，示
唆に富む。この論文では，中期更新世前半の間氷期に対比
されている，京都盆地南部の大阪層群の海成層から産出し
た 23種の大型植物化石の形態記載と，化石群の種組成に
基づく古環境復元が行われた。英文の論文とほぼ同じ内容
の和文の報告は，京都府史蹟名勝天然記念物調査報告（三
木，1933b）として出版されている。
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要　旨　本総説は，日本植生史学会が発足した 1986年当時に議論された第四紀の大型植物化石に関連した話題の，
その後の展開を解説する。最初に，日本の大型植物化石に基づく植生史研究が何を目指して始まったかを再確認する
ために，三木　茂による第四紀の植物化石の先駆的な研究事例を紹介する。次に，1）標本の保管・整理，2）データベー
ス，3）種の同定，4）化石群集のタフォノミーといった，植生史研究を行う上での基礎的な問題の現状を解説する。
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Abstract  This paper reviews subsequent development of the problem on Quaternary plant macrofossil researches 
which were discussed in 1986 in that Japanese Association of Historical Botany was founded. Shigeru Miki’s pio-
neer work on Quaternary paleobotany is firstly reviewed to recognize the original subject of vegetation history 
research based on plant macrofossils in Japan. Next, reviewed is current status of basic subjects on vegetation his-
tory research, including 1) managements and arrangements of samples, 2) database construction, 3) identification 
of taxa, 4) taphonomy of fossil assemblages.
Keywords: database, identification, plant macrofossil, specimen, taphonomy
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この論文では，それぞれの植物の一つの器官だけではな
く果実と葉の両方の形態が検討され，細脈を含む脈系や，
種皮の表面構造，種皮断面の解剖学的特徴といった，詳細
な検討が加えられた。一つの植物のあらゆる器官から過去
の植物の全体の姿をできるだけ詳細に復元しようという姿
勢（whole plant paleobiology）は，古植物学の基本姿勢
であり，葉とその表皮細胞，短枝，枝，球果，種子の化石
に基づいてメタセコイア属Metasequoiaを設立した Miki 
(1941)の研究にも現れている。化石として産出するなる
べく多くの種類の器官とその産状を調べることは，Miki 
(1941)がメタセコイアの落枝性を復元したように，植物の
生態学的特性の復元にもつながる。

Miki (1933a)で試みられた古環境・古地形の推定は，対
応する現生種やその近縁種の生態と分布特性に基づいて行
われた。Miki (1933a)は化石群構成種の分布特性を海浜
性，淡水性，湿地性，山地生の 4つに分け，海浜性植物の
産出と，材化石のフナクイムシによる穿孔に基づき，京都
盆地にまで海進が起こったとした。植物化石産出層の標高
が現在の海水面よりも高い位置にあったことから，この論
文以降，三木は化石産出層の標高にまで海水面が上昇した
と考え，海水準変動が植生や植物相に与えた影響を議論し
た。その後，三木（1953）では化石産出層の標高の違い
が地盤の隆起に基づくことや，Miki (1956)では気候変化
の重要性を認めている。Miki (1956)は，現在の亜高山帯
針葉樹林の分布下限の標高と気温の逓減率に基づき，更新
世後期の氷期の気温が現在よりも約 7℃低下したと推定し
た。

Miki (1933a)の古気候復元は，現在，世界各地で盛
んに行われている，最も近縁な分類群（nearest living 
relatives）にもとづくCoexistence approach (Mosbrugger 
& Utescher, 1997)の先駆けともいえる。この方法は，最
も多くの化石群構成種（化石種に最も近い現生種）の分布
域の気温範囲が重なり合う範囲を，古気温の範囲とする推
定法である。化石の堆積の場よりも高い標高域に分布する
植物が流入する場合にはむかないが，同標高域の植生由来
の化石群からの古気温推定に適している。Miki (1933a)は
化石群構成種の「本邦に於ける分布（現存せざるものは近
きものに就き）」に基づいて，中期更新世前半の間氷期の
山城盆地の気候が現在よりも少し暖かく，九州，四国，本
州南部の現在の気候に近かったと結論づけた。
三木は，古植物学・古生態学的研究を始めるまで，水生
植物の形態学的・分類学的研究や，地域フロラの研究を
精力的に行ってきた。Miki (1933a)の研究は，それまで
のフィールドワークと標本を用いた，詳細な形態観察の過
程で培ってきた知識を結集した成果である。三木の研究は，
現在の植物相や植生，分類群の形成過程の解明を目的に始

まった（三木，1953）が，それは現在でも植物化石を用い
た古植物学・古生態学の研究目的でもある。その目的を達
成するためのインスピレーションが，フィールドと研究室
での植物の形態や生態，地層の地道な観察から得られるこ
とは，今でも変わらない。

３．標本の保管・整理
三木が収集した膨大な植物化石標本は，大阪市立自然
史博物館に保管されていたが，粉川昭平，塚腰　実，南木
睦彦らの尽力によって整理と同定が行われ，筆者も標本整
理を手伝った。標本には番号がつけられ，標本目録（粉川
ほか，2006）が出版された。三木コレクションだけではな
く，国内外の植物化石資料が博物館や大学で保管されてお
り，現在の古植物学研究の発展に大きく貢献している。日
本産大型植物化石（種実，葉，木材）のタイプ標本目録は，
Uemura et al. (2002)によってまとめられ，記載された文
献や標本の所在・標本番号がすぐに確認できるようになっ
ている。
すでに記載された化石種が，タイプ標本の再検討によっ
て分類学的扱いが変わることがある。安井コノが 1928
年に記載した Pinites fujiii Yasuiのタイプ標本が，Miki 
(1939)が瀬戸・土岐口陶土層から記載したオオミツバマツ
Pinus trifolia Miki と同じものであることが，Yamada et 
al. (2015)によるタイプ標本の再検討により明らかになっ
た。その結果，オオミツバマツの学名は Pinus fujiii (Yasui) 
Miki emend. Yamada et al.になり，Miki (1939)が Pinus 
fujiii (Yasui) Mikiと同定したマツ属（フジイマツ）は，P. 
mikii Yamada et al.という新種になった。
日本の植物化石は，アジア各地や北半球各地の植物化石
と比較・検討され，植物の進化・絶滅や植物地理の形成過
程を明らかにする上で，重要な材料となっている。Ozaki 
(1980)が中国固有の現生属の化石として後期中新世の辰
巳峠化石群から記載したHeptacodium hokianum Ozaki
は，北米西部から報告されていた化石と同一種であること
が明らかになり，Ozakia emeryi (Manchester & Uemura, 
2014)と命名された。
博物館等で保管されている第四紀の種実化石標本は，分
類学的再検討の対象としてだけではなく，堆積年代や古環
境，古植生に関する様々な情報が得られる貴重な資料で
ある。三木コレクションの植物化石の加速器質量分析装置
（AMS）による放射性炭素年代の測定により，Miki (1956）
が記載した更新世の氷期の化石群の一部が最終氷期最寒
冷期に属すること明らかになった（百原ほか，2015；西内
ほか，2017）。三木コレクションのようにエタノールで液
浸された植物化石の放射性炭素年代値は，エタノールの影
響を受けないことがわかっており（工藤ほか，2009），再
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測定が可能である。特に，ベータ線測定法による誤差の大
きい年代値しか得られていない最終氷期の化石群の年代の
再測定は，最終氷期最寒冷期の植物の分布を解明する上で
必要不可欠である。
種実化石に付着した堆積物は，それが泥，泥炭，砂のう
ち何で構成されるか，あるいは，そこに含まれる珪藻の組
成から，化石群の堆積環境が明らかになる。一方，西内ほ
か（2017）は，大型植物化石に付着した泥の花粉分析を
行い，大型植物化石の組成と合わせて化石産地周囲の古植
生の空間分布を復元した。このほか，安定同位体分析によ
る母植物の生育環境の復元や古気候復元，葉化石の気孔
密度からの大気中二酸化炭素濃度復元は，これまで蓄積さ
れた植物化石標本を用いることができる。保管された化石
標本からのＤＮＡ塩基配列の解読も，変質したDNAから
の遺伝子情報の復元技術が進めば，可能になってくるかも
しれない。
このように，植物化石資料が保存・公開され，後世にわ
たって利用できるようにすることで，将来の研究の発展に
貢献することは間違いない。それには，文献で用いた標本
に番号がつけられ，文献情報と標本との対応関係が明確で
ある必要がある。しかしながら，南木（1996）のように化
石群を構成する種ごとに小瓶に分けて整理する方法は，多
くの労力と時間，保管スペースが必要である。そこで筆者
は，写真などで 1個体の標本を指定した場合を除き，複数
（最大 8種類程度）の種を一つのサンプル管瓶にまとめて
保管することにしている。
エタノールに液浸された数ミリ以下の小さな種実類は，
数十年経つと種皮や果皮が溶けて消失することがある。溶
失を避けるには乾燥状態で保存する必要があるが，乾燥に
よってサイズや形が変化したり，石膏が析出して化石を破
壊してしまうリスクもある。したがって，標本の状態を常
に観察して，保存方法を検討する必要がある。

４．データベース
これまで日本の第四紀層や遺跡発掘現場で採取され，記
載された植物化石（遺体）記録は膨大な量になる。植生史
研究では，1985年から 1990年までの毎年の植生史関連
文献目録が，各文献の内容の簡単な紹介付きで掲載された
ことがあったが，学会誌や大学・研究所の研究報告，地方
自治体発行の遺跡発掘調査報告書の情報を集約するのは，
多大な労力を要する。特に，大規模な開発が進んだ 1980
年代以降には，各地での遺跡発掘調査が盛んに行われ，自
然科学分析の一環として膨大な数の大型植物遺体分析結
果が報告された。しかしながら，刊行された全国各地の報
告書が網羅され，閲覧・利用できる施設が限られているた
めに，遺跡出土の大型植物遺体情報の利用が難しかった。

最近，国立歴史民俗博物館書庫に収蔵されていた全国の
遺跡発掘調査報告書の悉皆調査が行われ，そこから得られ
た約 63,000件の大型植物遺体の出土記録がデータベース
化され，国立歴史民俗博物館データベースとして公開され
た（石田ほか，2016）。植物遺体情報のデータベース化に
より，植物遺体の産出記録の時間・空間分布が明らかにな
るだけではなく，研究者間で情報が共有しやすくなる。そ
の結果，研究者間で分析方法や同定のチェックが行われ，
層位区分の修正やコンタミネーションの判断も確実になる
と考えられる（百原ほか，2014）。一方，報告書の記載に
は同定の誤りや産出層位が不明瞭な事例も含まれている。
したがって，データベースは一次資料にたどり着くために
用いることができても，そのまま利用すると誤った結論を
導いてしまう危険性がある。データベースのデータが一人
歩きするのではなく，再検討のための遺跡出土植物遺体標
本の重要性が高まり，標本の保管と公開が促進されること
が望まれる。
第四紀の植物化石記録のデータベース化は，国立科学
博物館で矢部　淳によって進められている（Yabe et al., 
2017）。第四紀の植物化石記録は，かつては後期鮮新世
とされたジェラシアン（約 260～ 181万年前）が現在で
は前期更新世に区分されるなど，植物化石産出層の対比・
編年が時代とともに変化してきているので，最新の地質
学的情報を確認する必要がある。海外では，古生物学資
料のデータベースである Paleobiology Database (https://
paleobiodb.org/)や，第四紀を中心に，鮮新世以降の花
粉，種実類を含む様々な化石記録が蓄積されたNeotoma 
Database (https://www.neotomadb.org/)があるが，これ
らのデータベースには日本の情報がまだ少ない。
近年，国際的な比較基準を統一してデータベースを共有
し，それをもとに古環境や植物の分布についての国際比較
を行うことを目的とする国際プロジェクトが盛んに行われ
ている。Coexistence approachを提唱したMosbrugger
と Utescherが中心になって活動しているNECLIME 
(Neogene Climate Evolution in Eurasia)は，新第三紀の
ユーラシア大陸を中心としたフロラと古気候の変遷の復
元を目的とした国際研究活動組織である（https://www.
neclime.de/）。そこでは年 1，2回のミーティングのほか，
花粉化石属に対応する現生分類群の検討，植物分布情報
のデータベース化といった，様々な国際ワークショップが
定期的ないし，不定期に開催されている。

５．化石の同定
植物化石の同定には，南木（1986）が述べたように，現
生植物標本を検討して種を識別できる，なるべく多くの分
類学的形質を把握することが必要である。ここ 30年間で，

大型植物化石による植生史研究の成果と課題（百原　新）
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草本の多くの分類群で種レベルの識別が可能になってきた。
例えば，大型植物化石群での出現頻度が高いカヤツリグサ
科スゲ属 Carexは，世界に約 2000種，日本に 269種が
分布し，1つの属に含まれる種数が最も多い属である（勝山，
2015）。極めて種類が多く，種を識別する特徴が少ないため，
オニナルコスゲCarex vesicaria L.，オニスゲC. dickinsii 
Franch. et Sav.などのごく一部の種（Miki, 1961）のほか，
スゲ属アゼスゲ節 Carex sect. Phacocystisといったいく
つかの節レベル以外の同定は行われてこなかった。しかし，
近年，スゲ属アゼスゲ節で外部形態の比較や表皮細胞の走
査電子顕微鏡（SEM）観察をもとに，種ごとの形態の違
いが明らかになってきた（Jiménez-Mejías & Martinetto, 
2013）。さらに，これまでに世界の古第三紀・新第三紀の
地層から報告されたスゲ属化石について，分類学的な再検
討が加えられた（Jiménez-Mejías et al., 2016）。
種実化石の種レベルでの形態学的検討に必要な，表皮細
胞の形状や種皮の断面の細胞形態は，走査型電子顕微鏡
（SEM）を用いた観察が主流であるが，最近では 200倍程
度の倍率が確保できる実体顕微鏡も利用できるようになっ
た。落射蛍光装置を装着すると，蛍光を発する物質の分布
によって蛍光の強度が異なることで，anticlinal wall（表
面に対して垂直方向の表皮細胞の細胞壁）や，細胞表面の
突起も観察できる。走査型電子顕微鏡だと表皮細胞の表
面の観察に留まるが，落射蛍光観察では表面の下の構造も
透視できる。針葉樹の横断面では，内皮，維管束，樹脂道，
表皮を構成する細胞壁がより強く光る。それらの配置や
列数で種が識別できるマツ属単維管束亜属の葉（Minaki，
1983）では，ミクロトームで切片を作成しなくても実体顕

微鏡下で横断面を切り出し，落射蛍光下で観察することで
簡単に種同定ができる（図 1；西内ほか，2017）。
植物化石と現生種とを比較すると，化石分類群の形態変
異が，対応する現生種の形態変異と異なっていることが多
い。南木（1987, 1989）は，第四紀の大型植物化石が，対
応する現生種と形態や形態変異幅が異なることを示し，そ
の進化学上の意味を議論した。例えば，南木（1987）は最
終氷期の江古田層から産出する球果の形態変異が，ヒメマ
ツハダ Picea shirasawae HahashiやイラモミP. alcoquiana 
(Veitch ex Lindl.) Carr..といった現生個体群の形態変異よ
りも大きく，ヒメマツハダとイラモミの中間的な形態をとる
球果が含まれることを明らかにした。さらに，それらが本
州の低地の広域に分布が広がっていた時代と，現在のよう
に分布域と個体数が極めて小さくなった時代とでは，形態
変異の幅が異なっていることを指摘した。南木（1987）は，
このように現生種とは形態が異なる化石を，ヒメマツハダ
近似種 Picea aff. shirasawaeと「近似種」aff.をつけて区
別した。
植物化石として産出する植物は，日本から絶滅して中国
に現存する植物や，日本と中国の両方に分布する植物が多
く，日本各地だけではなく中国大陸を含めた形態変異の調
査が必要になる。日本のエゴノキ Styrax japonica Siebold 
et Zucc.の種子表面は一般に平滑であるが，中国の同種に
は，中国植物誌 60巻 2号（Wu & Hwang, 1987）に記載
されているように，種子表面に凹凸がある（図 2）。このよ
うに表面に凹凸のある種子の化石は後期鮮新世よりも古い
時代に中部日本から産出するザラミエゴノキ Styrax rugosa 
(Miki, 1941)に類似する。

図 1　三重県多度町から産出した最終氷期のチョウセンゴヨウ Pinus koraiensis Siebold et Zucc. 葉横断面の落射蛍光顕微鏡像
（三木茂コレクション F17653，大阪市立自然史博物館所蔵より採取）．

A B
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日本からの絶滅種と，日本に植栽されている植物の形
態を比較する場合，その植物のごく限られた種内変異と
の比較になりがちである。日本の鮮新・更新統から産出
するシナサワグルミ Pterocarya stenoptera C.DC.は日本
に植栽されているシナサワグルミの果実よりもサイズが
小さいのでMomohara et al. (1990)では Pterocarya aff. 
stenopteraと同定した。しかしながら，中国南部，貴州省
梵浄山山麓の野生個体群の翼を除く果実サイズは高さ 5 
mm前後で，日本の鮮新・更新統産化石果実と同じサイズ
であることを，筆者は確認している（図 3）。中国のハーバ
リウム標本との比較には，Chinese Virtual Herbariumの
サイト（http://www.cvh.ac.cn/）が参照できる。ここでは，

中国のハーバリウムに登録されている標本を画像で閲覧す
ることができ，形態だけではなく，ラベルに記載されてい
る採取地点，標高，採取時期の情報を得ることができる。

６．化石群のタフォノミーと古植生・古環境復元
現在行われている植物化石研究の多くが古植生・古環境
の復元を目的としている。辻（1986）や南木（1986）は，
植物化石群の形成過程（タフォノミー）を検討することの
重要性を指摘し，百原・南木（1988）は，これまで国内
外で行われた，大型植物化石群のタフォノミーの研究事例
を紹介した。辻（1986）でも氾濫堆積物の粒度組成と大
型植物化石の種組成との対応関係が紹介されたが，その

大型植物化石による植生史研究の成果と課題（百原　新）

図 3　シナサワグルミ果実の中国野生個体群（貴州省梵浄山麓）と，日本の植栽個体（千葉県松戸市，AM1781)の大きさの比較．

図 2　中国（A, 杭州植物園植栽，AMex26）と日本（B, 千葉県松戸市，AM1025)のエゴノキ種子．
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後，大型植物化石を含む氾濫堆積物の堆積学的研究（百原・
吉川，1997；實吉ほか，2000；中嶋ほか，2004）が進展
し，河道や河川後背湿地での植物化石の堆積過程が明らか
になった。海外でも，河道堆積物中の種実化石密集層の形
成過程の研究が盛んに行われた（例えばGee, 2005）。
これらの研究によって，堆積相に基づいて河川・湖沼
堆積物の堆積環境を判断し，大型植物化石群の形成過程
を推定することで，古植生復元がしやすくなった。さら
に，種実化石とは運搬・堆積過程が異なる木材や花粉化石
を，同じ堆積物から取り出して比較することで，堆積の場
周辺の地形に対応した古植生の空間分布の復元を行うこと
ができる。古琵琶湖層群の後期鮮新世末の化石林の研究
（Yamakawa et al., 2017）では，自然堤防上や後背湿地の
埋没樹幹に伴う原地性の大型植物化石群と，河道内に堆積
した異地性化石群の種組成を比較し，さらに，花粉化石群
にしか含まれない植物を区別した。それにより，低地の後
背湿地，自然堤防上，扇状地上や山地の河川沿い，山地斜
面や尾根上といった，それぞれ異なる地形に対応した植物
の分布を考察した。
化石群を構成する各分類群の古植生中の分布量を復元
する研究は，表層花粉と植生での出現率の比較（Davis, 
1963）や，花粉生産量に基づく推定（Sugita, 2007a, 
2007b）など，花粉化石群については盛んに行われてきた。
一方，大型植物化石群の組成と古植生との量的関係の比
較研究は，これまであまり行われてこなかった。近年，植
生中の割合と河道に堆積した種実化石の量比の比較研究
が Vassio & Martinetto（2012）によって行われ，それに
基づいた古植生の復元法（Plant community scenario）が
Martinetto & Vassio（2010）によって考案されている。
タフォノミーは植物化石群からの古気候復元にも大き
く影響する。現在，植物化石による古気候復元研究の多
くは，葉化石群構成種の葉の相観分析（全縁葉割合や
CLAMP: Climate Leaf Analysis Multivariate Program; 
Wolfe, 1993; Wolfe & Spicer, 1999）か，前章で述べた
Coexistence approach (Mosbrugger & Utescher, 1997)に
よるが，それらは化石となる植物の分布が同じ気温範囲に
分布していたという前提にたっている。しかし，最近の著
者ら（Wang, 2018）の前期更新世のブナ葉化石群の気孔
密度にもとづく検討からは，1000 m以上の標高差の範囲
から運搬された葉で化石群が構成されている可能性が指摘
された。日本での現生の植物化石群と流域の植生との比較
研究は尾崎（1969）の研究例以降の研究は少なく，データ
の蓄積が必要である。

７．おわりに
本解説で取り上げた問題のほか，辻，（1986）や南木

（1986）では，第四紀の環境変化（人為，気候，地形，火
山活動）の影響や，系統進化・種の絶滅についての課題が
取り上げられた。現在でも，これらは植生史研究の研究者
にとって，日頃の研究活動の中心となっている課題で，毎
年多くの知見が蓄積されている。これらの課題の解明に
とって，過去 30年間の火山灰の広域対比や放射性年代測
定法による地層の対比・編年の進展は，きわめて重要な役
割を果たした。地層の対比・編年が高精度になるほど，離
れた場所で起こった現象を共通の時間軸に落とし込むこと
ができ，それらの前後関係・因果関係がより明確になる。
植物化石を材料にした研究には，気候や人為がもたらし
た環境変化に，植物がどのように応答し，形態や生態，分
布を変えていったかを明らかにすることを目的とする，生
物学的研究がある。その一方で，個々の植物のもつ生態的
特性や分布，環境因子と植物の形態との対応関係に基づい
て，過去の環境やその変化の様相を復元することを目的と
する，地球科学的研究もある。植物の環境変化への応答を
明らかにする際の循環論をさけるためには，植物指標とは
独立した環境指標を探す必要がある。しかし，地層の対比
編年が進んだことで，酸素同位体比曲線で表現されるよう
な全地球的ないし地域的な環境変化の傾向の中に，対象と
する植物化石群を位置づけることができるようになった。
近年，分子遺伝学的解析技術と地理情報システム（GIS）
の発展に伴い，植物化石資料を使わずに，過去の植物の分
布変遷と進化プロセスが復元できるようになってきた。系
統地理学の分野では，種内ないし種間の遺伝構造の地理
分布とそれらの系統関係から，地理分布変遷や種分化過程
を検討する研究が盛んに行われている。そこでは，現在の
植物の分布とそれを制限する気候要因との対応関係を，推
定された過去の気候条件にあてはめて分布変遷を復元す
る，生態ニッチモデリングの手法も多く用いられている（岩
崎ほか，2014）。一方，化石記録（例えばMagri et al., 
2006）や古DNA資料（例えば Parducci et al., 2012）を使っ
た地理分布変遷の研究も増えており，日本の化石資料への
適用が望まれる。そのためにも，植物化石が正確に同定さ
れ，高精度で正確な年代推定がされていることに加え，既
存の文献に掲載した標本がデータベース化されて閲覧可能
な状態になっていることが必要となる。
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